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第２学年通信         平成２６年１１月１４日発行  
 

誇り に満ちて  

                         発行責任者：結城克明  

 はじめに  

  先週から今週まで「教育相談」では、２０分という限られた相談時間ではありまし
たがご来校いただきまして、ありがとうございました。夕暮れ時には、かなり気温も低
く、ご不便をおかけいたしました。保護者のみなさまには、こどもたちの健やかな成長
のためにも何かございましたら、いつでもご相談いただければと思います。  
 

 Another  Eyes～「保護者の目」 

 

４ 組保護者（母）  
 小学生の時は、全くスポーツに興味を示さなかった息子。中学校で運動部に入ると言って、
家族を驚かせました。「部活でみんなについていけるのだろうか、勉強と両立できるのか」と心配し
ましたが、様々なプレッシャーをはねのけ、ずっとがんばっている姿には感心するばかりです。 
 その反面、家ではパソコンやゲームに向かう時間が多く、夢中になりすぎて、人の話が耳に入ら
ないことも・・・。 
 大人はこどもを心配して、いろいろ言ってしまうのだけれど、分かっているのかな？自分のことだけ
でなく、周りの人のことも考えて行動できる人になって欲しいです。 
 いろいろありますが、子育て、楽しませてもらっています。２年生も後半へ突入、今後も健康で、
楽しく学習、生活できるよう応援していきます。 

 

 スポーツをとおして心身ともに鍛錬する、いいですね。「雨にも負けず、風にも負けず」ではあり
ませんが、各部活動に参加しているこどもたちは宮沢賢治の詩にあるように、愚直に活動に励んでい
ます。日が短くなり、外の運動部は練習時間も限られますが、目標を達成するためにがんばって欲し
いですね。 
 さて、息子さんですが、しっかりと部活動と勉強の両立が図られています。授業では、知識が豊富
なだけでなく、皆と協働して課題を追求するなど、好ましい学びの姿勢が身についています。人柄も
よく、男子のなかでは常に話題の中心にいます。ますます、頼もしくなっています。  
 お母さんのいうとおり、こどもたちは「分かっているのかな？」  
 自分一人で生きてゆけると勘違いしていないだろうか。自分で何でもできると思っていないだろう
か。そのあたりは、こどもと親のぶつかる部分で、勝負どころですね。たいがい、人生経験に勝る大
人が圧勝するわけですが、それでよいのです。こどもは親に打たれ、たたかれ、へこまされ、それに
反発しながら「グッグッ」と成長していくのですから。 
 

 第４ 回学習コンテスト （数学）  

 
   来週の２０日には第３回定期テストが実施されます。２学期評価につながる大切なテ
ストですので、テストに向け、しっかりと準備をして欲しいと思います。  
 さて、１１日（火）６校時に数学コンテストを行いました。先週のチャレンジから当
日まで、できなかったところを解答を参考にしながら、できるように改善し、まじめに
勉強したこどもたちは、その成果が「合格」というかたちで表れています。合格点は５
０点満点中３５点でした。  
 次回最終回、第５回学習コンテスト（社会）は平成２６年のしめくくりのコンテスト
になりますので、がんばって欲しいと思います。１２／９（火）に実施します。  

 
 入試対策教材  

 ただいま「入試対策教材」の選定作業をしています。１年時からの学習内容を計画的
に復習し、最終的には入試対策までをこの教材は網羅しています。学校で提示した計画
表ややり方をもとに学習します。教材の内容や購入方法の詳細については、１２月５日
の学年懇談会の際にお伝えします。  
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 水俣市と の交流事業に参加し て  

 

 わたしは今月の１日から３日に福島市の青少年会館で熊本県水俣市の中学生と水俣病
や放射能について考えてきました。  
 各班に分かれ、それぞれテーマを決め、そのテーマについて、たくさんの意見交換を
してきました。  
 実際に津波の被害にあったいわき市の学校やアクアマリンに行き、災害時の映像を見
てきました。テレビなどで見るのと自分の目で見るのとでは全く違うのだと感じました
。まず、福島県と水俣市に分かれ、互いの県で起きた災害について学習しました。福島
県の生徒は，水俣病患者の人からお話を聞き、水俣病のつらさや今でも続く差別や偏見
について知りました。わたしは３班で、この班では互いの県の共通点について考え、福
島でも水俣でも、今でも残る「差別や偏見を無くすためには・・・」ということをテー
マとし、今わたしたちにできることについて考えました。  
 最終日には各班で考えてきたテーマについて発表してきました。  今回の交流事業で
は、今何をしなければならないのか、そのためには何をするのか、ということを自分な
りに考え、討論し合うことができて、とても良い経験になりました。  

  

 今週の給食：充実し た１ 週間でし た  

 
    かき玉汁  う どん  大学いも  ハンバーグ  きのこけんちん汁  ハヤシライス等々   

 日替わりで提供される給食の中には、思わずため息が出てしまうよう
なメニューもあります。そんななか、今週はいわゆる「黄金週間」：ゴ
ールデンウィークでした。月曜日の納豆ご飯からはじまり、金曜日のハ
ヤシライスまで、今月の献立表を見渡せば、今週の献立は白眉でした。
木曜日は弁当の日だったので、給食に出された「米粉パン」を食すこと
はできませんでしたが、メニューを見る限り、木曜日の献立もなかなか
のものでした。この「黄金週間」については、わたしの主観でこう述べ
ているわけではありません。  
 今週はこどもたちが喜びそうなゼリーなど、デザートの類はいっさい
なかったのですが（『アーモンド小魚』はありました）、こどもたちに
とっても「黄金週間」だったはずです。というのも、給食の残さいを見
れば、こどもたちの好みや満足度が分かるのですが、水曜日のハンバー
グは学年でほぼゼロでした。（半分だけ残したこどもがいました。ただ
これは、食べる時間がなかったからではないかと推測できます。くっき
りと大きな歯がたがついていましたから）ハンバーグはこどもたちの好
みにマッチするので、残さいゼロも納得できるのですが、火曜日の「大
学いも」については、正直驚きました。学年でたった４かけらしか残り
ませんでした。  
 和食・洋食・中華、いつでも好きな時に食べることができるいまどき
の中学生には、ただ甘いだけの「大学いも」など歯牙にもかけないので

はないかと心配していましたが、予想に反して、こどもたちには大好評だったようです。
調理や味付け、最後の仕上げ（黒ごまふり）まで愛情込めてていねいに作られていたか
らでしょう、サツマイモの銘柄は不明でしたが、砂糖がしみて、ほどよくくずれており、
柔らかいイモのかたまりを口に入れた瞬間にふわぁーっと上品な甘さが広がり、本当に
おいしくいただきました。  
 地元郡山でとれた野菜やきのこをふんだんに使用し、カツオや昆布、さばやいわしな
どでじっくりと、ていねいにだしを取った汁物。ごまや醤油、酢をからめた彩り鮮やか
なおひたし。とりわけ、汁ものは寒さが身にしみる折、大変ありがたい。国内産の肉を
国内で加工・調理することを徹底するなど、給食はおいしさだけでなく、安全にも配慮
して作られています。ごちそうさまでした。  
 

 来週の予定   

１７日（月）  
 

普通授業  テスト 前部休になり ます。～１９日   
※あいさつ運動  ５ 組  ７ ：４ ０ ～５ ５  

１８日（火）  普通授業  ６校時：テスト に向けての自主勉強  
１９日（水）  普通授業   
２０日（木）  
 

第３ 回定期テスト  
１英語２理科３社会４国語５数学  ６校時：全校集会があります。  

２１日（金）  
 

普通授業  
６校時：２ 学期の反省を行います。  

 


